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担当教員 小田 昌教

備考

注意：夏セッション１は８月１日（木曜日）から８月５日（月曜日）に開講されます。
なお、８月３日、４日は土曜日、日曜日ですが、授業は実施されます。
また、上記とは異なる期間に授業が実施される場合もありますので、必ずシラバスを全て確認してください。
Note: The period for Summer Session I this academic year is Augusｔ 1st - August 5th, Thursday - Monday.
Lectures will be held on August 3rd and 4th, regardless of whether this day falls on a weekend.
Some subject can be held in the different date from above period. Please make sure to confirm the
schedule and content in the syllabus.

セッション期間の科目は、卒業予定日を含む最終セメスターでは履修できません。
No session courses may be registered during a student's semester of scheduled graduation. 

講義分野

文化人類学　メディア論　異文化コミュニケーション　文化研究　社会学　政治学 

当フィールドの設定は、関心のある分野に該当する科目を検索、閲覧するものです。興味のある分野を示しているだけであって、卒業
に必要な単位区分とは関係がありません。単位区分については、ハンドブックを参照の上、履修するようにしてください。  

履修の目安

この授業では、「多文化社会」について、文化人類学をはじめ、メディア論、異文化コミュニケーション論、文化研究など、社会科学のさまざまな
ジャンルを横断した、多様で幅広い事柄について学びますが、そうしたジャンルについての知識は特に必要ありません。受講者に求めるの
は、多様なものに対する幅広い好奇心とそれを受け容れる心構え、そして、授業で知ったことを手がかりにして、自分でもっと調べ、自分でもっ
と考え、それを誰かとシェアしようとする、アクティヴな姿勢です。 

授業概要

　「グローバル人材」について書かれた本をみると、「異文化理解」は、グローバル人材に必要不可欠な「グローバル・マインドセット」や「ビジネ
ススキル」といわれ、その重要性が指摘されています。なぜなら21世紀の現在でもなお、多くの社会では異文化に対するさまざまな偏見や差
別があり、そうした文化の摩擦や衝突が、しばしば紛争やテロリズム、ヘイトスピーチを生み出し、それが大きな社会問題になっているからで
す。とりわけ複数の異文化が混在する「多文化社会」ではそれが顕著にみられますが、それはなにも外国だけの話ではありません。多文化社
会化が進んでいる日本も決して例外ではなく、いまや異文化理解は、誰にとっても必要なマインドセットであり、現代を生きるための大切なスキ
ルです。そうしたマインドセットやスキルを多くの学生に身につけてもらうことが、この授業のねらいです。 

到達目標
　この授業では「異文化理解」だけでなく、多文化社会で生きてゆく上で知っておきたい知識として「ステレオタイプ」「ヘイトスピーチ」「ヘイトクラ
イム」「文化表象」「レイシズム」「オリエンタリズム」「文化相対主義」「多文化共生」といったことばの意味とその実例を、さまざまな映画や映像
を通して学び、それを通して多文化コミュニケーションのできる能力とリテラシーを身につけることを到達目標としています。 

授業方法

　この授業は４つのパートに分かれています。

【Ａ：異文化誤解のメディア史～ニッポン篇】

　この最初のパートでは「異文化理解」のむずかしさを、それとは逆の「異文化誤解」の実例をみることで学びます。具体的には、みなさんに
とってなじみのある日本文化が、二〇世紀から現在までの映画や、様々なメディアの中でどのように表象されてきたかを見てゆき、文化がい
かに誤解されやすいものであるかを学びます。

【Ｂ：さまざまな視点からみた日本の文化】

　このパートでは、日本の作家や表現者たちをはじめ、インバウンドや日本在住の外国人など、さまざまな視点からの日本文化の表象のされ
方、語られ方を学びます。また近年、日本政府が海外にむけて展開している「国策としてのクールジャパン」についても考えます。

シラバス参照
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【Ｃ：レイシズムの過去と現在】
　異文化に対する偏見や差別の多くは、レイシズムやエスノセントリズム、ステレオタイプや排外意識などから生まれます。このパートでは、多
文化社会アメリカにおけるレイシズムの過去と現在、そして、日本におけるヘイトスピーチを通して、それらにどのように向かいあえばよいのか
を学びます。

【Ｄ：「文化相対主義」と「多文化共生」～多文化社会のいまと未来】
　多文化社会のリテラシーとして最も重要なものに、「文化相対主義」と「多文化共生」という概念があります。高校の教科書では「文化相対主
義」は「文化の多様性や異質性、価値観の相対性を前提とすること」と説明され、「多文化共生」は「たがいをあるがままに受け入れを、違いを
認め、人間として尊重しあいながらともに生きてゆくこと」と説明されています(第一学習社「高等学校 倫理」)。これを記号学者のツヴェタン・トド
ロフは「平等のもとで差異を生きること」ということばで表現し、また、詩人の金子みすずの「みんなちがって、みんないい。」にもその考えをみて
とることができます。このパートでは、文化相対主義を概念ではなく、現実として生きている人たちの存在を知るとともに、すでにさまざまなメ
ディアやジャンルではじまっている多文化共生の具体的なとりくみと未来のヴィジョンを学びます。 

毎回の授業の
概要

1. ガイダンス：多文化リテラシーチェックとアクティヴラーニング

・Airbnb事件 (2017年)
・全日空「羽田国際線大増便ＣＭ」(2014年)
・浦和レッズサポーター・ヘイトスピーチ横断幕事件(2014年)
・ユナイテッド航空事件(2017年)
・ザイン制作「ラマダーン月のほんとうの意味 2017年」
・ファーガソン、ボルティモアの悲劇(2014-5年)
・チャールストン銃乱射事件(2015年)
・スターバックス「人種問題キャンペーン」(2014年)

2. Ａ-１：異文化誤解のメディア史～ニッポン篇１　

映画のなかのニッポン文化

・映画「チート」(1917年)
・映画「ティファニーで朝食を」(1961年)
・映画「００７は二度死ぬ」(1961年)
・映画「東京画」(1985年)
・映画「ブラックレイン」(1989年)
・映画「ミスターベースボール」(1992年)
・映画「ロストイントランスレーション」(2003年)
・映画「キルビル」(2003年)

3. Ａ-２：異文化誤解のメディア史～ニッポン篇２

海外のＴＶＣＭやＭＶに見るニッポン文化
サムライ、ニンジャ、ゲイシャ、キモノ、ヤクザ、
寿司、蕎麦、相撲、ネオン、カワイイ、カタカナ

4. Ａ-３：異文化誤解のメディア史～ニッポン篇３　

プロパガンダアニメとＳＦ映画に見るニッポン文化

・ダン・ゴードン「ポパイ～ばかなジャップ」(1942年)」
・レオン・シュレジンガー「ルーニー・チューンズ～トキオ、ジョキオ」(1943年)
・ＮＨＫ「憎しみはこうして激化した～戦争とプロパガンダ」(2015年)
・エレクトリック・アーツ社「コマンド＆コンカー レッドアラート３」(2008年)
・ジェームズ・マンゴールド「ウルヴァリン ＳＡＭＵＲＡＩ」(2013年)

5. Ｂ-１：日本人が海外に向けて語る日本文化の形と謎とその精神

・マシオカ「ＨＥＲＯＥＳ」(2006年)
・小島淳二「日本の形」(2006年)
・田中健一「ジャパン　ストレンジな国」(2010年)
・村上春樹「カタルーニャ文学賞受賞記念スピーチ」(2011年)
・ジョージ・タケイ「ＧＡＭＡＮ」(2011年)

6. Ｂ-２：「クールジャパン」と「セルフ・オリエンタリズム」

・国土交通省「ビジット・ジャパン・キャンペーン」(2003年)
・日本オリンピック委員会「ＩＯＣ総会プレゼンテーション」(2013年)
・きゃりーぱみゅぱみゅ「にんじゃりばんばん」(2013年)
・日清食品「ＳＡＭＵＲＡＩ」(2014年)

7. Ｂ-３：インバウンドの視点から見た日本の文化

・地味「外国人が日本に来て撮ったwktk動画集」(2008年)
・sknb「スーベニアオブジャパン」(2012年)
・マカロン・チャンネル「外国人の視点で捉えた日本映像が秀逸すぎる」(2014年)
・アダム・マイヤー「ステンレス」(2013年)
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8. Ｂ-４：日本で暮らす「ガイジン」の視点から見た日本の文化

・ペトリ・ストロペリ「ア・ライフ・イン・ジャパン」(2010年)
・ロコハマ「在日黒人男性から日本人へのオープンレター」(2015年)

9. Ｃ-１：多文化社会アメリカにおける人種差別とヘイトクライム

・カメル・アメット「ゴッド・イン・ニューヨーク」(2007年)
・マイケル・ブラウン射殺事件(2014年)
・フレディ・グレイ死亡事件(2015年)
・チャールストン米黒人教会銃乱射事件(2015年)
・大統領候補ドナルド・トランプ問題発言(2015年)

10. Ｃ-２：人種差別の起源とその歴史

・ユネスコ「人種の本質と人種の違いに関する声明」(1951年)
・山口敏「『人種』は虚構か」
・ベルトラン・ジョルダン『人種は存在しない』(2013年)
・世界人権宣言ポルトガル事務局「世界人権宣言50周年記念ＣＭ」
・アンジェリカ・ダス「ヒューマン」(2008年)
・映画「アミスタッド」(1997年)
・映画「ホテル・ルワンダ」(2004年)
・映画「リンカーン」(2012年)
・映画「ジャンゴ 繋がれざる者」(2012年)
・映画「マンデラ 自由への長い道」(2013年)
・映画「グローリー　明日への行進」(2014年)

11. Ｃ-３：いま・そこにあるレイシズムと向かいあう

・日本テレビ「21世紀への伝言　キング牧師」(2000年)
・ＰＢＳ制作「分断されたクラス」(1985年)
・ＡＢＣ制作「あなたならどうする～人種差別の実験」(2003年-)

12. Ｃ-４：日本のヘイトスピーチ

・ＮＨＫ「在日韓国人に対するヘイトスピーチ」(2013年)
・ＴＢＳ「ヘイトスピーチはいま」(2015年)
・ＮＨＫ「ヘイトスピーチを問う～戦後70年　いま何が」(2015年)
・安田浩一『ネットと愛国　在特会の「闇」を追いかけて』(2012年)
・安田浩一『ヘイトスピーチ　愛国者たちの憎悪と暴力』(2015年)
・秋山理央『アンティファ　ヘイト・スピーチとの闘い　路上の記録』(2015年)

13. Ｄ-１：同時代のメディア表現にみる日本のリアルと多文化状況

・映画「スワロウテイル」(1996年)
・映画「サウダーヂ」(2011年)
・ブラッド・ブラッドフォード「ハーフじゃないんだ」(2012年)
・kanadajin3「WHITE JAPANESE PEOPLE - 白人系日本人」(2013年)
・リンダⅢ世「愛犬アンソニー」(2013年)
・ポンジュノ「シェイキング東京」(2008年)

14. Ｄ-２：「ＨＡＦＵ」の視点から見た日本の多文化状況とその未来

・映画「ＨＡＦＵ」(2013年)

15. Ｄ-３：平等のなかで差異を生きること、多文化社会と民主主義の精神

・ヒリス＆ブル研究所「生命の樹」(2005年)
・NYタイムズ「ザ・パブリック・スクエア」(2012年)
モ・モンド社「The DNA Journey」(2016年)
・アシュラ・Ｋ・ルグイン「ゲド戦記を観て」
・マックルモア＆ライアン・ルイス「セイムラヴ」(2013年)
アド・カウンシル「Love Has No Labels」(2015年-2017年)
アップル社｢プライド｣(2014年)
・ハイネケン社「Worlds Apart　OpenYour World」(2017年) 

予習・復習の
内容と分量

【予習】 次回の授業でとりあげるトピックについて、配布プリント（ＰＤＦをmanabaにもアップロードします）をあらかじめ読んでおいて、用語の意
味やニュースの内容を頭にいれておく。

【復習】 配布プリント（ＰＤＦをmanabaにもアップロードします）のなかで紹介している動画や映画をみて、理解をふかめる。 

成績評価方法
アクティヴラーニング方式による学期末試験 50％
小テスト 30％　授業への主体的な姿勢 20％ 
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多文化協働学
修の実践方法

・授業のテーマである「異文化理解」について、文化人類学をはじめ、社会心理学、政治学、行動経済学、進化生物学、メディア論など、さまざ
まな分野の広い視点から、考察するトレーニングをおこなう。

・毎回授業中に、manabaのrespon を使用し、学生からの意見や質問をうけつけ、それにリアルタイムで応答してゆくことを通して、授業を双方
向的でアクティヴなものにする。 

学生への要望
事項

この授業では、教材として、たくさんの映画や映像作品を紹介しますが、授業時間の制約があるため、作品を全編通して見ることがあまりでき
ません。したがって、授業で紹介した映像のなかで興味を持った作品があれば、図書館やレンタルショップ、YouYubeなどを積極的に活用し
て、各自で全編を通して見るように心がけてください。また授業で映像を見ているときは、映画館と同じく、まわりの人たちの学習のさまたげに
ならないよう、私語や携帯電話、スマートフォンなどの使用はひかえてください。ただし、授業中に今すぐネットで検索したいことや、メモしておき
たいことがあるときだけは、使用してもかまいません。 

テキスト備考 テキストは使用しません。授業ごとに、プリントを配布します。 

テキスト (授業
を履修する上
で、購入が必
須となる書物)

参考文献備考

参考文献(図
書、視聴覚資
料)＊ライブラ
リーリザーブ
コーナーに設
置

参考文献 (雑
誌、年鑑白書
等)

備考

　日本では「スーパープレゼンテーション」(NHK教育テレビ)という番組名で放映されている「ＴＥＤトーク」は、みんなでシェアする価値のあるアイ
デアを世界にひろめ、それを学ぶことのできる動画学習サイトです。すでに2000を超えるコンテンツがあり、さまざまなジャンルの専門家たちの
興味深い話を無料で視聴することができます。日本語版サイト(http://www.ted.com/talks?language=ja)もあり、そこには多文化社会に関するコ
ンテンツもありますので、リストアップしました。授業時間外の準備学習・復習ならびにアクティヴ・ラーニングのための教材として積極的に視聴
してください。（※Googleで 下記のタイトルを検索すれば簡単に見つかります）

・ヤズミン・アブデルマジッド「最初の認識をスルーすること、それはまちがっているから」
・チママンダ・アディーチェ「シングルストーリーの危険性」
・バサーム・タリク「多様で美しい、ムスリムとしての生き方」
・アナンド・ギリダラダス「２つのアメリカの物語と、衝突の現場になったコンビニ」
・デーヴ・トロイ「人種はなにも決定しない、ソーシャルマップが街に住む人々の往来と、さらに分離を描き出す」
・リッチ・ベンジャミン「アメリカで最も白人主義的な町々に突入」 

担当教員研究
室電話番号

担当教員E-
mailアドレス

illcommonzoo@gmail.com 

E-Book　およ
び　関連ペー
ジ

1. 小田マサノリ「ＡＰＵ講義　多文化社会論」（e-ラーニング対応） 2015年度の講義資料 
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